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 原発事故の終息の見通しさえみえない中、福島第一原発では、多くの労働者が

命がけの作業に従事しています。 
 ＪＲ総連は、原発で働く労働者に激励を行えないかと考えてきました。原発で

働く労働者が寝泊まりしている場所は福島県楢葉町にある「Ｊヴィレッジ」とい

う場所で、原発から 20キロ圏内にあり、一般の人は容易に入ることができませ

ん。 
 各方面に相談をした結果、当該労組である東京電力労働組合が私たちの思いを

届けてくれることになりました。 
 ７月２２日、栄養ドリンク 2500本を東電労組に届けたところ、副委員長、書

記長に対応頂き、荷物の積みおろしまで手伝って頂きました。そして、必ず届け

るとの言葉を頂き、色紙と共に託してきました。 
 ＪＲ総連はこれからも働く仲間の連帯を追求していきます。 

Ｊヴィレッジは第一原発から20キロメートルの楢葉町にある 東電労組副委員長、書記長に物資を託す 


